
２月６日(水)、７日(木)は、県内私立高校、９

日(土)、10日(日)には県外私立高校の入学試験

が実施されました。

さらに、20日(水)、21日(木)には県立高校特色選抜入試が迫っ

ています。

もうすでに、進路決定をした生徒もいますが、３年生にとっ

てはいよいよこれからが大切な時期で

す。自分の力を十分発揮し、悔いを残さ

ぬようにしたいものです。

そのためにも、体調管理はしっかりと行

いましょう。

私の教え子で、元プロ野球で活躍をしていた選手の話を紹介

します。

奈良県のＡ高校は、甲子園常連校で高校野球の強豪校とし

て知られ、今までも数多くの名選手を輩出している学校です。

彼は、Ａ高校の出身です。

彼は、５才の頃から当時社会人野球の監督をしていたお父

さんの影響で野球を始めました。小中学校は奈良県の公立学

校に通い中学時代は、本当にのびのびと楽しく野球をしてい

ました。そのころ自分は、野球が本当に大好きだったと話し

ていました。

そして、高校進学と共にＡ高校に進学し、野球部に入りま

す。そこで、Ａ高校の猛烈な練習にネをあげそうになったそ

うです。あれほど好きだった野球がいやになりかけたと言っ

ていました。私は、「なぜ、野球部をやめなかったの？」と聞

いたことがありました。すると彼は、『この学校を選んだのは

私だからです。それでやめたら自分に負けたことになります。

自分に負けたくなかったからやめませんでした。』と答えまし

た。

入学に当たって、彼は、様々な学校を見学し、『Ａ高の野球

部の練習が一番元気があったので選んだと言いました。また、

自分の夢実現にはここが一番近いかも。』とも言っていました。

彼は、甲子園にもキャプテンとして出場し、その後関東にあ

る大学に進学しキャプテンとしてチ－ムをまとめ活躍しまし

た。そして、卒業時のドラフト会議で当時彼の大学の先輩が監

督をしていた球団に入団しました。

現在、彼は現役を引退しましたが、今でも野球に携わる事を

しているようです。

彼から聞いた言葉でとても印象に残っている話があるのでみ

なさんに紹介します。野球教室に子どもを連れてきた保護者が、

必ず聞くことがあるそうです。それは、「うちの子どもは、野

球の才能はありますか？」という言葉です。その都度、彼は

次のように答えています。「キャッチボ－ルが出来ない子が相

手の胸にきっちりと投げられるように練習を繰り返すこと。

打てない子が打てるように練習を繰り返すのも才能ですよ」

と。

自分で選んだことに責任を持つこと。

努力を続けることこそ才能。

私がみなさんに伝えたい言葉です。
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３学期も１ヶ月が過ぎました。１月の授業日数は18日、２月は

19日、３月は15日です。学年末まで、あとわずかです。３年生

は受験やそれに伴う家庭学習がありますので、さらに少なくな

ります。

３年生は、自分で決めた目標に向かって、体調を万全にして

アタックして下さい。そして、精一杯頑張ったという満足感と

共に卒業を迎えてほしいと思います。

１、２年生は、今学年の学習や活動をしっかりとまとめ、来

学年度に備えてほしいと思います。特に、学習面においては、

分からないことをそのままにしておくことのないよう、最後ま

で努力を続けて下さい。

～わたしから生徒のみなさんに～

①自分から進んであいさつをしよう。
最近では、部活動以外でも、元気

なあいさつの声を聞くことが多くなっ

たと感じています。人と人との出会い

は、あいさつから始まります。もう一

度、「自分から進んで」に取組んでほし

いです。そして、人からあいさつされたら、「笑顔で」

あいさつを返しましょう。

②自分と周りの人との関係を見つめ直そう。
この１年間、「この人に出会えてよかった」と思えるよ

うな人に出会うことができましたか。それには、まず自分

が、「出会えてよかったと思える人間かどうか」が大切で

す。そこで、こだわってほしい言葉が、「ありがとう」

です。

③感動ある卒業式をみんなで創ろう。
卒業式は、３年生だけのものではありません。学校の１

年のまとめとして大切な行事です。３年生はもちろん、１、

２年生も心から感動できるような「日本一の卒業式」

にしましょう。

草にも木にも いいことをしよう 人にも自分にも いいことをしよう

平成３０年度 本 年 度 の 重 点

『 自 らの成長を実感できる学校 』
夢 を持ち、未来 への可能性を創造していく生徒の育成
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学校評価とは、学校が教育活動や学校目標の達成に向けた取

組の状況を点検・評価し、その結果を学校改善に生かすために

行うものです。学校評価を適切に実施するために、

生徒や保護者、地域の方々からのご意見を参考に

して客観性を高めることが必要です。今回お願い

しました「アンケート」は、そういった意味から

非常に重要なものです。

（アンケート結果は、本校のウェブページに公開

します。）

春に向かって基礎体力づくりをがんばっています

2月より、部活動終了時刻は5:30です

《野 球》

●春の集中ゲームに向け、がんばっています。

《陸上競技》

●３月に大会があり、そこでの自己記録の更新に向け

て、基礎体力向上のトレーニングを行っています。

《バスケットボール 女子》

●12/27（木）,28（金） Sカップ３位

（全２４チーム）

於：香芝中学校など

● 県２部リーグ戦

1/20(日) 対 大成 ３３対５６ 負け

対 平群 ３５対３２ 勝ち

2/ 3(日) 対 三笠 ３１対６３ 負け

３位（全８チーム）

２部残留

《バドミントン》

●2/9(土) ・11(月祝)

第３８回奈良県中学校バドミントンフェスティバル大会

（田原本町立中央体育館）

女子２年ダブルスA 第１位 礒橋悠愛・井谷真花ペア

女子１年ダブルスA 第２位 藤本歩那・細田夕菜ペア

女子１年ダブルスB 第１位 福井友香・川上涼花ペア

《ソフトテニス 男子・女子》

●12/27(木)・28(金)

近畿中学校インドア大会 (長浜ドーム)

＜女子個人＞

岩元望美(1年) 岩元愛美(1年) 3位

※優勝ペアにファイナルの5-7で惜敗

津田麗愛(2年) 新遥香(2年) 1回戦敗退

＜男子個人＞

橋本光希(2年) 白井奏詩(2年) ベスト32

※ 女子の岩元望美(1年) 岩元愛美(1年) ，男子の橋本光希

(2年) の3名は，3月26日～28日に三重県でおこなわれる

都道府県対抗全日本中学生大会に奈良県選抜チームと

して出場します。

《吹奏楽》

●1/14 （月祝）奈良県アンサンブルコンテスト

打楽器３重奏 銀賞

●1/20 （日）宇陀市消防出初め式出演

●2/ 3 （日）関西ステ－ジマ－チングフェッスティバル出演

○3/10 （日）宇陀シティマラソン開会式演奏

○3/24 （日）京都さくらバレ－ﾄﾞ出演

○3/26 （火）校内ソロコンテスト

《書道》

●1/5（土）「 橿原神宮書き初め大会」に出品しました

優秀賞

岡倉月乃、田中陽菜、 浦綾乃、浜崎愛里、太田碧月

(以上１年)

松下陽花（２年）

●「大神神社書き初めまつり」に出品しました。

準特選 田中陽菜（１年）、

優秀賞 太田碧月（１年）、松下陽花（２年）

☆すべての部活動を紹介することは出来ませんでしたが、

運動部は春の大会に向けて、文化部はそれぞれの創作活動

に頑張っています。

応募作品等の入賞者紹介

○平成３０年度小・中・高校生の「いのちを輝かそう」に関

する啓発標語

優秀賞 高橋七瀬（３年）

佳作 谷口晴乃（３年）

○第６８回橿原神宮席上揮毫書き初め大会

準特選 吉岡和奏 （２年）

優秀賞 中 季 （２年） 今西りみ（２年）

浜崎美久里（２年）

○第４３回「ごはん・お米とわたし」作文・図画コンクール

図画部門第３部 優秀賞 德永聖弥（３年）

○宇陀巡回作品【絵画の部】

中川栞華（１年） 福田愛莉（１年） 山口美空（１年）

稲葉柚月（１年）

出水百花（２年） 中森由里（２年） 天野みなみ（２年）

田中万裕（２年）

德永聖弥（３年） 浦田健吾（３年） 御前有莉奈（３年）

峠 瑞生（３年）

○宇陀巡回作品【書道の部】

藤本歩那（１年） 吉岡想真（１年） 田美琉（１年）

田中万裕（２年） 岩本陽希（２年） 鶴田和良（２年）

中垣雷夢（２年）

北野彩子（３年） 浦田健吾（３年） 田窪美都（３年）

草にも木にも いいことをしよう 人にも自分にも いいことをしよう


